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専攻分野を学ぶために必要とされるであろう幅広い知識
と、未開拓の領域や新しい状況に的確に対応していく基礎
となる力（基礎的なリテラシーやジェネリックスキル）を
習得している。
今までに習得した知識や技能を活用して批判的に考察・検
討しようとすることに加えて、グローバルな視野で物事を
考える力（空間的な広がり）・歴史的な視点で物事を考える
力（時間的な広がり）・多元的な視点で物事を考える力（文
化的な広がり）、それらを的確に表現する力を備えている。
国際社会や地域社会を担おうとする研究者・専門的指導者・
専門的職業人として、品性や品格、豊かな情操と道徳心、健
やかな心身を養おうとするだけでなく、多文化共生を実現
しようとする意欲と真 な姿勢を有している。

1921年（大正10年）
1923年（大正12年）

1924年（大正13年）
1941年（昭和16年）
1953年（昭和28年）
1961年（昭和36年）
1964年（昭和39年）
1967年（昭和42年）
1972年（昭和47年）

1977年（昭和52年）
1978年（昭和53年）

1991年（平成3年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1999年（平成11年）

2001年（平成13年）
2003年（平成15年）

2004年（平成16年）
2005年（平成17年）

2007年（平成19年）

2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2011年（平成23年）

第44回帝国議会にて「漢学振興ニ関スル建議案」が可決。
第46回帝国議会の決議に基づき、国費をもって、本学の前身「大東文化
学院」が東京九段の地に設立。
本科 高等科（6年制専門学校）の授業が開始。
東京・池袋に新学舎を竣工し全学移転。
名称を「大東文化大学」と改名。
東京都板橋区高島平に新校舎を建設、全学移転。
文学研究科（日本文学専攻・中国学専攻）修士課程を開設。
文学研究科（中国学専攻）博士課程後期課程を開設。
経済学研究科（経済学専攻）修士課程、文学研究科（日本文学専攻）博士
課程後期課程を開設。
法学研究科（法律学専攻）修士課程を開設。
文学研究科（英文学専攻）修士課程、経済学研究科（経済学専攻）博士課
程後期課程を開設。
法学研究科（法律学専攻）博士課程後期課程を開設。
経済学研究科（経営学専攻）修士課程を開設。
法学研究科（政治学専攻）修士課程を開設。
経済学研究科（経営学専攻）博士課程後期課程を開設。
法学研究科（政治学専攻）博士課程後期課程を開設。
外国語学研究科（中国語学専攻・英語学専攻・日本語学専攻）修士課程、
アジア地域研究科（アジア地域研究専攻）修士課程を開設。
アジア地域研究科（アジア地域研究専攻）博士課程後期課程を開設。
文学研究科（書道学専攻）修士課程、経営学研究科（経営学専攻）博士課
程前期課程・後期課程を開設。
法務研究科法科大学院を設置。
文学研究科（書道学専攻）博士課程後期課程、外国語学研究科（英語学専
攻）博士課程後期課程を開設。
外国語学研究科（日本言語文化学専攻）博士課程後期課程を開設。
（従来の日本語学専攻修士課程は博士課程後期課程の開設に伴い、日本
言語文化学専攻博士課程前期課程と改称）
文学研究科（教育学専攻）修士課程を開設。
スポーツ・健康科学研究科（スポーツ・健康科学専攻）修士課程を開設。
外国語学研究科（中国言語文化学専攻）博士課程後期課程を開設。
（従来の中国語学専攻修士課程は博士課程後期課程の開設に伴い、中国
言語文化学専攻博士課程前期課程と改称） 

大学生活も最終章に入ってくると、「学び」への興味が深くなっていくのではないで

しょうか。「もう少し研究したい」「この事象ってどう変化していくのだろう」など、「学

び」への欲求・姿勢の変化は、大学教育を完遂したからこその証です。

また、大学を卒業して社会に出たけれども「もっと学んでおけば良かった」「もう少

し専門的な知識が必要だよね」「グローバル化に対応したい」などと感じることもある

でしょう。

皆さんが、このように感じているのならば、学びを更に深化させることで、新しい

文化に出会うことができるのです。そして、そのチャンスを掴む場こそが大学院です。

大学院での学びの目的には、「基礎研究を中心として学術研究を推進するとともに、

研究者の養成及び高度の専門的能力を有する人材の養成という役割を担う」ということ

が示されていますが、「学問をもっと楽しみたい」、「社会に貢献できる、グローバルな

人材になりたい」などという純粋な思いこそが大切だと実感しています。

大東文化大学大学院は、そんな皆さんの思いを実現すべく、7つの研究科、14の専攻

を用意しています。本大学院に入学すれば、新しい文化の創造の担い手として、必ず

大きく飛躍することをお約束します。

　
大東文化大学 学長 高橋 進
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目次 大学院アドミッション・ポリシー

大東文化大学大学院は、高度にして専門的な学術の理論お
よび応用を研究・教授し、その深奥を究めて、文化の創造・発
展と人類の福祉に寄与することを目的としています。
博士課程前期課程・修士課程は、広い視野にたって精深な

学識を修め、専門分野における研究能力、または高度の専門
性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とし
ています。
博士課程後期課程は、専門分野について研究者として自立

して研究活動を行い、またはその他の高度に専門的な業務に
従事するに必要な高度の研究能力およびその基礎となる豊か
な学識を養うものとします。

教育研究上の目的

沿革

※パンフレットに記載の内容は2026年5月時点のものです。
※取材学生の学年は取材時点のものです。


